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Section.0

調査概要及び人口データ
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人口動態調査死亡小票の利用
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• 人口動態調査死亡小票は、死亡診断書（死体検案書）のデータを基にし
た死亡統計である。厚生労働省の人口動態調査の調査票情報を利用し独
自に集計しているため、公表値とは一致しない場合がある。

【今回分析に用いた死亡小票上の項目】
➢ 性別
➢ 生年月日
➢ 死亡したとき
➢ 死亡したところ
➢ 死亡した人の住所
➢ 死亡したところの種別
➢ 死亡の原因
➢ 死因の種類
➢ 外因死の追加事項
➢ その他特に付言すべきことがら
➢ 施設の所在地又は医師の住所及び氏名

• 今回の分析では、柏市保健所の死亡小票、平成30年1月～
令和4年12月の5年間、21,324件のデータを分析にかけた。
各年のデータ数は下記のとおりである。

平成30年 3,762件
平成31年 3,961件
令和 2年 4,109件
令和 3年 4,459件
令和 4年 5,033件

計 21,324件

人口動態調査死亡小票のサンプル



死亡小票分析のイメージ
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全死亡者

（全死亡診断書&死体検案書）

“異状死”
“看取り死”

（病死・自然死）

死亡場所別死亡者数

死因別死亡者数

死亡診断書を発行した

医療機関別死亡者数

（“死体検案書”発行） （“死亡診断書”発行）

×

×

死因が「病死・自然死」かつ診断書が監察医（警察嘱託医を含む）等では
ない医師によって発行されている死亡を、“看取り死”と定義し、分析対象
として抽出する。

• 自殺・他殺、溺死、
事故死などの外因死

• 病死・自然死だが、
監察医等によって死
体検案書が発行され
た死亡

どこで
看取られたのか？

どんな疾患で
看取られたのか？

誰が
看取ったのか？

死亡場所、死因、看取った医療機関のクロス分析を
行い、地域の看取りの実態を明らかにする。



死亡小票データの見取り図
“看取り死”を主な分析対象とします
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*老人ホームには、特別養護老人ホーム、有料老人ホーム、サ高住、

グループホーム、その他老人ホームを含む

悪性新生物 心疾患 脳血管疾患 etc

異状死
（死体検案書発行）

看取り死
（死亡診断書発行）

病院

診療所

自宅

老人ホーム*

老健

その他

死
亡
し
た
場
所
の
種
類

死亡分類

死因



柏市のエリア（地域）の分け方
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田中

富勢
西原

高田・松ケ崎

豊四季台
柏中央

旭町新富

富里 新田原
永楽台

増尾
光ケ丘

酒井根

南部

藤心

風早北部

風早南部

手賀

北部エリア

中央エリア

東部エリア

南部エリア

松葉



柏市の人口推移と高齢化率

⚫ 人口は一貫して増加している。

⚫ 平成30年から令和4年で全体3.4％に対して、65歳以上は5.8％増加している。
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（単位：人）

106,146 108,302 110,161 111,562 112,290 

311,072 312,747 315,961 317,996 318,905 

417,218 421,049 426,122 429,558 431,195 

H30 H31 R2 R3 R4

0～64歳 65歳以上

+5.8%

+３.４%



31,647 32,186 32,721 33,045 33,119 

107,868 108,028 108,930 109,363 109,636 

139,515 140,214 141,651 142,408 142,755 

22.7% 23.0% 23.1% 23.2% 23.2%

H30 H31 R2 R3 R4

柏市の人口推移と高齢化率（エリア別）（1/2）

⚫ 北部、中央エリアの人口は増加、南部、東部エリアは横ばいで推移している。

⚫ 北部エリアを除き、高齢化率は上昇している。
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（単位：人）

0～64歳 65歳以上 高齢化率

北部エリア 中央エリア

30,552 31,405 32,102 32,701 33,024 

88,769 91,137 93,418 95,079 95,830 

119,321 122,542 125,520 127,780 128,854 

25.6% 25.6% 25.6% 25.6% 25.4%

H30 H31 R2 R3 R4

年平均
+1.9%

年平均
+0.6%

年平均
+2.0%

年平均
+1.3%



柏市の人口推移と高齢化率（エリア別）（2/2）

（前ページの続き）
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南部エリア 東部エリア

0～64歳 65歳以上 高齢化率

（単位：人）

30,227 30,648 31,005 31,199 31,378 

75,660 75,217 75,246 75,171 75,208 

105,887 105,865 106,251 106,370 106,586 

28.5% 29.0% 29.2% 29.3% 29.4%

H30 H31 R2 R3 R4

13,720 14,063 14,333 14,617 14,769 

38,775 38,365 38,367 38,383 38,231 

52,495 52,428 52,700 53,000 53,000 

26.1%
26.8% 27.2% 27.6% 27.9%

H30 H31 R2 R3 R4

年平均
+0.2%

年平均
+0.3%

年平均
+0.9%

年平均+1.9%



Section.1

全死亡者の推移
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10 15 12 17 12

393 348 363 374 418

504 545 549 578 615

2,527 
2,695 

2,805 

3058

3430

1

1

3434

3603
3729

4028

4476

H30 H31 R2 R3 R4

死亡者数の推移

⚫ 死亡者数は増加傾向にあり、年平均6.8%増加。平成30年から比較すると約30%増加している。

⚫ 令和4年は前年から11%の増加となっており、現役世代、後期高齢者の増加が大きい。

⚫ 約4分の3を後期高齢者が占めている。
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*年齢区分は以下のように定義した。「①未成年：20歳未満」「②現役世代：20歳以上～65歳未満」、「③前期高齢者：65歳以上～75歳未満」、「④後期高齢者：75歳以上」

+30%

年平均
+6.8%

（単位：人）

⑤不詳

④後期高齢者

③前期高齢者

②現役世代

①未成年



死亡場所別の死亡者数の推移

⚫ 全死亡者の死亡別の割合は、病院は減少する一方で自宅と老人ホームが増加傾向にある。

⚫ 令和4年では、病院以外の中で自宅での割合が増加している。

12*割合は小数点第2位を四捨五入しているため、合計値は必ずしも100%とはならない

（単位：人） ①病院 ②診療所 ③自宅 ④老人ホーム ⑤介護老人保健施設 ⑥その他 ⑦不詳

実数 割合

（単位：%）

2508 2636 2596 2,725 
2,957 

23
13 15

8 

4 

512
557 683

718 

851 

274
259

293

442 

502 

54
73

75

86 

85 

62

63
66

48 

75 

1

2
1

1 

2 

3434

3603
3729

4028

4476

H30 H31 R2 R3 R4

73.0 73.2
69.6

67.7
66.1

0.7 0.4

0.4

0.2

0.1

14.9 15.5

18.3

17.8
19.0

8.0 7.2 7.9
11.0 11.2

1.6 2.0 2.0 2.1 1.9
1.8 1.7 1.8 1.2 1.7

H30 H31 R2 R3 R4



Section.2

死亡診断書・死体検案書の発行数の内訳
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●死亡診断書とは…
医師が”診察または診療した患者”について発行する「死亡の事実
を証明する書類」で、死亡の届け出をする場合には、添付書類と
して必ず提出しなくてはならない。

●死体検案書とは…
医師が”生前から診療していない人”の死に対して、検案した一定
の事実によって、その人の死亡を証明する文書のこと。死亡診断
書が発行されない死亡にはすべて死体検案書が発行される。

（ともに小学館日本大百科全書より引用、一部改変）



死亡診断書（死体検案書）発行数の推移

⚫ 全死亡における死亡診断書発行数は前年より伸びているが、割合は5.0%減少した。

⚫ 非監察医による死体検案書発行数が前年の5.2倍、割合で4.9倍となった。

14
*割合は小数点第2位を四捨五入しているため、合計値は必ずしも100%とはならない

①死亡診断書発行

②死体検案書発行（病死・自然死、非監察医による発行と推定）

③死体検案書発行（病死・自然死、監察医による発行）

④死体検案書発行（病死・自然死以外）

実数 割合

（単位：%）（単位：人）

2985
3169

3309
3,566 

3,736 

35

26
34

42 

219 

289

269
260

290 

381 

125
139

126

130 

140 

3434

3603
3729

4028

4476

H30 H31 R2 R3 R4

86.9 88.0 88.7 88.5

83.5

1.0
0.7

0.9 1.0

4.9

8.4 7.5 7.0 7.2 8.5

3.6 3.9 3.4 3.2 3.1

H30 H31 R2 R3 R4

死亡診断書の発行件数が
“看取り死”数となる



自宅死亡者の死亡診断書（死体検案書）発行数の推移

⚫ 自宅での死亡者における“看取り死（①死亡診断書発行）”の数と割合は増加傾向にある。

15*割合は小数点第2位を四捨五入しているため、合計値は必ずしも100%とはならない

①死亡診断書発行

②死体検案書発行（病死・自然死、非監察医による発行と推定）

③死体検案書発行（病死・自然死、監察医による発行）

④死体検案書発行（病死・自然死以外）

（単位：%）（単位：人）

実数 割合

240
271

400
441 

532 
2

4

19

9 

4 

235

240

225
228 

283 

35

42

39

40 

32 

512

557

683

718

851

H30 H31 R2 R3 R4

46.9 48.7

58.6 61.4 62.5

0.4
0.7

2.8 1.3 0.5

45.9 43.1

32.9 31.8 33.3

6.8 7.5 5.7 5.6 3.8

H30 H31 R2 R3 R4

自宅での
“看取り死”数



Section.3

“看取り死”の推移

（以降の分析は、”看取り死を母集団”とする）
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2,985 

3,169 
3,309 

3,566 

3,736 

H30 H31 R2 R3 R4

“看取り死”数の推移

⚫ “看取り死”数は増加傾向にあり、年平均5.8%で増加している。
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（単位：人）

年平均
+5.8%



80.3 79.8

75.6

72.5
69.0

0.6 0.4

0.5

0.2

0.1

8.0 8.6

12.1

12.4

14.2

8.7 8.0 8.6

12.0
13.4

1.7
2.3 2.2 2.3 2.3

0.6 1.0 1.0 0.6 1.1

H30 H31 R2 R3 R4

死亡場所別の”看取り死”数の推移

⚫ 令和4年は病院の看取り割合は3.5ポイント減少し、自宅の看取り割合は1.8ポイント増加した。

⚫ 老人ホームでの”看取り死”数は増加傾向にあり、平成30年と比較して約1.9倍に増加した。

18*割合は小数点第2位を四捨五入しているため、合計値は必ずしも100%とはならない

（単位：人）

2,396 
2,528 2,501 2,584 2,576 

18 
12 15 

8 4 240 
271 400 

441 532 
260 

255 
286 

427 
499 

52 
72 

74 

83 

85 

19 

31 

33 

23 

40 

2,985 

3,169 
3,309 

3,566 

3,736 

H30 H31 R2 R3 R4

①病院 ②診療所 ③自宅 ④老人ホーム ⑤介護老人保健施設 ⑥その他

実数 割合



居住エリアごとの死亡場所別の“看取り死”数の推移（1/4）
北部エリア

⚫ どのエリアも”看取り死”は増加傾向であり，R4年の自宅看取り件数はすべてのエリアで増加
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（単位：人） 医療機関 自宅 老人ホーム 介護老人保健施設 その他

実数 割合

616 
689 670 688 719 

71 

81 112 
112 

139 

78 

77 85 
129 

145 

12 

17 23 

21 

24 

5 

11 
5 

4 

11 

782 

875 
895 

954 

1,038 

H30 H31 R2 R3 R4

78.8 78.7

74.9
72.1

69.3

9.1 9.3

12.5

11.7

13.4

10.0 8.8 9.5
13.5

14.0

1.5
1.9 2.6 2.2 2.3

0.6 1.3 0.6 0.4 1.1

H30 H31 R2 R3 R4

（単位：%）



居住エリアごとの死亡場所別の“看取り死”数の推移（2/4）
中央エリア

（前のページの続き）
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（単位：人） 医療機関 自宅 老人ホーム 介護老人保健施設 その他

実数 割合

778 767 751 
820 

748 

86 90 112 

129 

147 

89 83 101 

121 
178 

13 19 
15 

24 27 

5 10 
9 

7 11 

971 969 
988 

1,101 1,111 

H30 H31 R2 R3 R4

80.1 79.2
76.0

74.5

67.3

8.9
9.3

11.3
11.7

13.2

9.2
8.6 10.2

11.0

16.0

1.3
2.0 1.5 2.2 2.4

0.5 1.0 0.9 0.6 1.0

H30 H31 R2 R3 R4

（単位：%）



居住エリアごとの死亡場所別の“看取り死”数の推移（3/4）
南部エリア

（前のページの続き）
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（単位：人） 医療機関 自宅 老人ホーム 介護老人保健施設 その他

実数 割合

675 
738 729 722 753 

55 

70 
135 145 

167 

77 

64 

76 
125 

127 

22 

27 

28 

35 

27 

6 

10 

16 

9 
9 

835 

909 

984 

1,036 

1,083 

H30 H31 R2 R3 R4

80.8 81.2

74.1

69.7 69.5

6.6
7.7

13.7

14.0 15.4

9.2 7.0
7.7

12.1
11.7

2.6 3.0 2.8 3.4 2.5
0.7 1.1 1.6 0.9 0.8

H30 H31 R2 R3 R4

（単位：%）



居住エリアごとの死亡場所別の“看取り死”数の推移（4/4）
東部エリア

（前のページの続き）
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（単位：人） 医療機関 自宅 老人ホーム 介護老人保健施設 その他

実数 割合

345 346 366 362 360 

28 
30 

41 55 79 
16 

31 24 

52 
49 

5 
9 8 

3 

7 

3 
3 

3 
9 

397 
416 

442 
475 

504 

H30 H31 R2 R3 R4

86.9

83.2 82.8

76.2

71.4

7.1

7.2 9.3

11.6

15.7

4.0

7.5 5.4
10.9

9.7

1.3 2.2 1.8 0.6
1.4

0.8 0.7 0.6 1.8

H30 H31 R2 R3 R4

（単位：%）



“看取り死”した方の死因の推移

⚫ ５年間の“看取り死”における死因の割合は、老衰が増加、悪性新生物（がん）、脳血管疾患が減少傾向
である。

⚫ 令和4年は肺炎が増加している。

23
*割合は小数点第2位を四捨五入しているため、合計値は必ずしも100%とはならない

（単位：人） ①悪性新生物

②心疾患

③脳血管疾患

④肺炎

⑤呼吸器疾患（肺炎と5類を除く)

⑥肝疾患

⑦腎疾患

⑧老衰（認知症を含む）

⑨その他の死因

実数 柏市民の全死亡に対する割合

935 971 918 972 1,048 

362 395 439 
447 

424 
148 

170 153 
166 141 

544 
588 587 

623 
706 

141 
131 142 

154 
161 

34 
42 36 

42 
45 

92 90 93 
113 

87 

375 

422 571 

658 
689 

354 

356 
370 

391 

435 

2,985 

3,165 

3,309 

3,566 

3,736 

H30 H31 R2 R3 R4

（単位：%）

27.2 26.9 24.6 24.1 23.4

10.5 11.0
11.8 11.1

9.5

4.3 4.7
4.1 4.1

3.2

15.8 16.3
15.7 15.5

15.8

4.1 3.6
3.8 3.8

3.6

1.0 1.2
1.0 1.0

1.0

2.7 2.5 2.5
2.8

1.9

10.9 11.7 15.3 16.3

15.4

10.3 9.9 9.9 9.7

9.7

86.9 87.8 88.7 88.5

83.5

H30 H31 R2 R3 R4



Section.4

自宅での”看取り死”の推移
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自宅での看取り件数の推移

⚫ 自宅での看取り件数は令和2年に急増し、令和4年にかけて増加している。

25

（単位：人）

240 

271 

400 

441 

532 

H30 H31 R2 R3 R4



医療機関の立地別の自宅看取り件数の推移

⚫ 令和3年から令和4年は、柏市・流山市の医療機関による看取り件数が増加した。

⚫ 一方、柏市内医療機関による看取り割合は令和2年から横ばいである。

26*割合は小数点第2位を四捨五入しているため、合計値は必ずしも100%とはならない

①柏市 ②松戸市 ③流山市 ④我孫子市 ⑤野田市 ⑥鎌ヶ谷市 ⑦その他の千葉県内自治体 ⑧千葉県外

実数 割合

198
210

286

323 

387 

14

26

26

33 

47 

23

14

53

42 

66 

2

2

11 

2 

1

7

11

9 

9 

4

12 

7 

2

4

4

4 

3 

2

8

14

7 

11 

240

271

400

441

532

H30 H31 R2 R3 R4

82.5

77.5

71.5
73.2 72.7

5.8

9.6

6.5

7.5 8.8

9.6

5.2

13.3
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2.0

1.71.0
2.7

1.3

0.8

1.5 1.0
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0.8
3.0 3.5

1.6 2.1

H30 H31 R2 R3 R4
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死因別・医療機関の立地別の自宅看取り件数の推移

27

（単位：人）

⑨その他の死因

⑧老衰（認知症を含む）

⑦腎疾患

⑥肝疾患

⑤呼吸器疾患（肺炎と5類を除く)

④肺炎

③脳血管疾患

②心疾患

①悪性新生物

⚫ 柏市内の医療機関による悪性新生物（がん）及び老衰の看取りの件数は増加傾向である。

H30年 H31年 R2年 R3年 R4年



市内のエリア別の自宅”看取り死”数の推移（1/2）

⚫ 全てのエリアにおいて、自宅“看取り死数”は増加している。

28

北部エリア 中央エリア

（単位：人）

71 

81 

112 112 

139 

H30 H31 R2 R3 R4

86 
90 

112 

129 

147 

H30 H31 R2 R3 R4



市内のエリア別の自宅”看取り死”数の推移（2/2）

（前ページの続き）

29

南部エリア 東部エリア

（単位：人）

55 

70 

135 

145 

167 

H30 H31 R2 R3 R4

28 30 

41 

55 

79 

H30 H31 R2 R3 R4



市内居住エリアと看取った医療機関所在地のクロス分析（1/4）
北部エリア

⚫ 柏市内の医療機関での看取り件数は，全てのエリアにおいて増加している。

⚫ 柏市内の医療機関での看取り割合は，北部，中央，南部エリアにおいて増加している。
また，近隣市では，北部，東部エリアにおいて流山市医療機関が増加している。

30

（単位：人）

実数 割合

59
67

85 82 

108 
1

2

1

2 

10

7

17

12 

18 

1
6 

1 

3

5
8 

7 

1

2

3
4 

3 

71

81

112 112

139

H30 H31 R2 R3 R4

その他の地域

鎌ヶ谷市

野田市

我孫子市

流山市

松戸市

柏市

83.1 82.7

75.9
73.2

77.7

1.4 2.5

0.9
1.4

14.1

8.6

15.2

10.7

12.9

0.9

5.4

0.7

3.7 4.5

7.1

5.0

1.4 2.5 2.7 3.6 2.2

H30 H31 R2 R3 R4

（単位：%）



市内居住エリアと看取った医療機関所在地のクロス分析（2/4）
中央エリア

（前のページの続き）
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（単位：人）

実数 割合

72 75

89

107 

128 

5

2

6 

4 

12
5

13

11 

11 

2 

3

4

1 

2 

1

2

2

3

2 

2 

86
90

112

129

147

H30 H31 R2 R3 R4

その他の地域

鎌ヶ谷市

野田市

我孫子市

流山市

松戸市

柏市

83.7 83.3

79.5
82.9

87.1

5.6

1.8

4.7

2.7

14.0
5.6

11.6

8.5
7.5

1.63.3
3.6

0.8 1.4
0.9

2.3 2.2 2.7 1.6 1.4

H30 H31 R2 R3 R4

（単位：%）



市内居住エリアと看取った医療機関所在地のクロス分析（3/4）
南部エリア

（前のページの続き）

32

（単位：人）

実数 割合

40 43

79
87 

102 
13

18

21

26 

35 

1

2

22

18 

20 

2

1 

1

2
3

8 

5 

5

8

5 

5 

55

70

135

145

167

H30 H31 R2 R3 R4

その他の地域

鎌ヶ谷市

野田市

我孫子市

流山市

松戸市

柏市

72.7

61.4
58.5

60.0 61.1

23.6

25.7

15.6

17.9

21.0

1.8

2.9

16.3
12.4

12.0

2.9 0.7

1.8

1.5
2.2

5.5
3.0

7.1 5.9
3.4 3.0

H30 H31 R2 R3 R4

（単位：%）



市内居住エリアと看取った医療機関所在地のクロス分析（４/4）
東部エリア

（前のページの続き）
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（単位：人）

実数 割合

27 25
33

47 49 

1

2

1 

6 

1

1 

17 

1

2 

1 

1

4 

2 

1

3

4

4 

28 30

41

55

79

H30 H31 R2 R3 R4

その他の地域

鎌ヶ谷市

野田市

我孫子市

流山市

松戸市

柏市

96.4

83.3
80.5

85.5

62.0

3.3

4.9

1.8

7.6

2.4
1.8

21.5

2.4
3.6

1.3

3.3

7.3

2.5

3.6

10.0 9.8

5.1

H30 H31 R2 R3 R4

（単位：%）



Section.5

その他のデータ

34



医療機関の立地別の医療機関での看取り件数の推移

⚫ 柏市内の医療機関による看取り件数及び割合はほとんど一定で推移している。

⚫ 他市では、松戸市、流山市、我孫子市の割合が高い。

35*割合は小数点第2位を四捨五入しているため、合計値は必ずしも100%とはならない

（単位：人） ①柏市

②松戸市

③流山市

④我孫子市

⑤野田市

⑥鎌ヶ谷市

⑦白井市

⑧印西市

⑨千葉市

⑩その他の千葉県内自治体

⑪東京都

⑫茨城県

⑬埼玉県

⑭その他の都道府県（国外・不詳含む）

実数 割合

1,827 

1,909 
1,838 

1,939 1,958 

168 

202 

215 

202 185 116 

115 

112 

103 116 

89 

104 

110 

99 
101 

19 

13 

13 

20 19 

57 

38 

55 

37 
46 

6 

9 
10 

14 10 

2 

3 6 

7 5 

2 

2 
4 

20 

30 

23 

39 
26 

53 

60 

61 

54 42 

21 

27 

32 

43 29 

17 

14 

22 

14 
22 

17 

14 

19 

21 

17 

2,414 

2,540 
2,516 

2,592 2,580 

H30 H31 R2 R3 R4

75.7 75.2
73.1 74.8

75.9

7.0 8.0

8.5

7.8
7.2

4.8 4.5

4.5
4.0

4.5

3.7
4.1

4.4 3.8

3.9

0.8
0.5

0.5 0.8

0.7

2.4 1.5

2.2 1.4

1.8

0.2

0.4 0.4
0.5

0.4

0.1
0.1

0.2 0.3
0.2

0.1
0.1 0.20.8 1.2

0.9 1.5

1.0

2.2 2.4
2.4 2.1

1.6

0.9 1.1
1.3 1.7 1.1

0.7 0.6
0.9 0.5 0.9

0.7 0.6 0.8 0.8 0.7

H30 H31 R2 R3 R4

（単位：%）



老人ホームの種別ごとの看取り件数の推移

⚫ 令和4年は老人ホームでの看取り件数は増加し、割合では有料が全体の約半分を占めている。

36

（単位：人）

実数 割合

（単位：%）

*令和3年度の調査より、老人ホーム（有料・サ高住）から特定施設を特出し、老人ホーム（特定）を項目として追加

**割合は小数点第2位を四捨五入しているため、合計値は必ずしも100%とはならない

126 118 133
155 

233
11

6

14

74 

3837 

40

109 121

124

146 

184

10 10

10

13 

3

2

5

2 

1

258 255

286

427

499

H30 H31 R2 R3 R4

その他

グループホーム

特養

特定施設*

サ高住

有料

48.8 46.3 46.5

36.3

46.7

4.3
2.4 4.9

17.3

7.6

8.7 8.0

42.2
47.5 43.4

34.2 36.9

3.9 3.9
3.5 3.0

0.6

0.8 0.0 1.7 0.5 0.2

H30 H31 R2 R3 R4



152 155 154

233 

279 

36 29
48

48 

43 

24
14

31

84 

67 

10

9

13

18 

22 

2
1

4

10 

5 

1
1

3

4 

9 

2
7

7

4 

6 

3

16

10

3 

9 

28 23

16

23 

59 

258 255

286

427

499

H30 H31 R2 R3 R4

老人ホームで看取りをした医療機関の立地ごとの看取り件数の推移

⚫ 令和４年は、柏市内の医療機関による看取り件数及び割合が増加した。

37*割合は小数点第2位を四捨五入しているため、合計値は必ずしも100%とはならない

（単位：人）

実数 割合

（単位：%）
千葉県外（不詳を含む）

その他の千葉県内自治体

印西市

鎌ヶ谷市

野田市

我孫子市

流山市

松戸市

柏市

58.9 60.8

53.8 54.6 55.9

14.0 11.4

16.8
11.2 8.6

9.3

5.5
10.8 19.7

13.4

3.9

3.5

4.5

4.2

4.4

0.8

0.4

1.4

2.3

1.0

0.4

0.4

1.0

0.9

1.8

0.8

2.7

2.4

0.9

1.2

1.2
6.3

3.5

0.7

1.8

10.9 9.0
5.6 5.4

11.8

H30 H31 R2 R3 R4



市内のエリア別の”老人ホーム”看取り死数の推移（1/2）

⚫ 令和4年は北部、中央、南部エリアで看取り死数が増加し、中でも中央エリアが急増した。

38

北部エリア 中央エリア

（単位：人）

78 77 

85 

129 

145 

H30 H31 R2 R3 R4

88 
83 

101 

121 

178 

H30 H31 R2 R3 R4



市内のエリア別の”老人ホーム”看取り死数の推移（2/2）

（前ページの続き）
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南部エリア 東部エリア

（単位：人）

76 

64 

76 

125 127 

H30 H31 R2 R3 R4

16 

31 

24 

53 
49 

H30 H31 R2 R3 R4


